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大
規
模
な
防
災
訓
練
に

ー
、
5
0
0
人
が
参
加

　
明
治
3
3
年
6
月
1
0
日
発
生
し
た
十
日
町
大
火
を
教
訓
に
し

て
、
防
火
防
災
意
識
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
防
火
防
災
都
市
を
目
指
し
、
6
月
1
1
日
㈹
、
駅
通

り
・
昭
和
町
を
中
心
に
大
規
模
な
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
事
業
所
、
駅
通
り
・
昭
和
町
の
皆
さ
ん
、
十
日

町
広
域
圏
管
内
消
防
団
、
小
千
谷
・
魚
沼
・
小
出
郷
の
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
が
ん

本
部
、
県
警
音
楽
隊
、
市
民
吹
奏
楽
団
、
藤
田
愛
玩
警
察
犬

訓
練
所
な
ど
ー
、
5
0
0
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
雛
欝
繋
繋

灘

　
6
月
n
日
午
前
7
時
、
十
日
町
市

街
地
に
震
度
6
強
の
強
い
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。
駅
通

り
と
昭
和
町
周
辺
で
は
火
災
が
発
生

し
、
水
道
・
電
気
・
通
信
等
の
施
設

に
も
大
き
な
被
害
が
生
じ
、
情
報
伝

達
手
段
も
奪
わ
れ
た
状
態
で
、
J
R

十
日
町
駅
広
場
に
火
災
対
策
本
部
を

設
置
し
て
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
駅
通
り
・
昭
和
町
の
住
民
も
参
加

し
、
大
規
模
か
つ
緊
張
感
に
あ
ふ
れ

た
力
強
い
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
相
互
援
助
協
定
に

よ
り
東
京
都
葛
飾
区
、
埼
玉
県
葛
飾

区
、
富
山
県
魚
津
市
か
ら
も
参
加
い

た
だ
き
、
援
助
要
請
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

濃
煙
体
験
”
駅
地
下
道
を
利
用
し
て

煙
が
発
生
し
た
状
態
を
体
験

．
猶
糊

初
期
消
火
訓
練
”
町
内
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消

火列
車
事
故
救
出
訓
練
“
J
R
十
日
町

駅
構
内
で
列
車
事
故
を
想
定
し
た
、

救
出
・
手
当
・
搬
送
訓
練

灘

　
難
霧

腕
用
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
放
水
。
思
っ

た
以
上
の
威
力
に
観
客
か
ら
拍
手

繍
集
団
救
急
訓
練
”
応
急
救
護
所
を
設

置
し
、
医
師
と
救
急
隊
員
に
よ
る
け

が
人
の
手
当
て
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車
両
事
故
救
出
訓
練
”
車
両
に
電
柱

が
倒
れ
、
救
助
隊
が
け
が
人
を
救
出

纒灘

き　灘
欝

饗

　
　
、
獺

灘
搬
p
．
　
∞
韻

輪
毛
き

嚇　　鐙灘
纏鑛嚢　　　一
灘

灘　　　　　　　　　蓑　　　講鱗馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　姜　　　　纏燃郷　　謹鱗　　　，

倒壊家屋救出訓練＝災害救助犬が取り残された人を

発見（阪神・淡路大震災ではスイス犬が大活躍）

赤バイ活躍＝赤バイによる避難

所の周知と出火防止の呼び掛け

　
分
列
行
進
後
、
午
前
n
時
3
0
分
か

ら
、
記
念
式
典
を
ク
ロ
ス
ー
0
で
行
い

ま
し
た
。
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

十
日
町
市
消
防
団
の
新
団
旗
を
樹
立

し
ま
し
た
。

　
十
日
町
大
火
1
0
0
周
年
記
念
実

行
委
員
長
の
本
田
市
長
か
ら
「
1
0

0
年
前
、
災
害
を
乗
り
越
え
復
旧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い

汗
を
流
し
、
地
域
の
発
展
に
適
進
し

た
先
人
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
心
意
気
を
引
き
継
い
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
生

活
の
基
本
は
、
安
全
”
。
安
心
”
で

す
が
、
行
政
だ
け
で
成
し
う
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
大
き
け

れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
自
主
防
災
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
5
年
前

に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も

大
き
な
教
訓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
1
0
0
周
年
を
契
機
に
災
害
に
対

し
て
再
認
識
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
当
地
域
が
無
災
害
で
住
み
や
す

く
快
適
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
」
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
田
村
十
日
町
市
消
防
団
長

の
講
評
・
訓
辞
で
は
「
今
日
の
訓
練

は
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
力
強
い
も
の
で

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
こ

れ
な
ら
大
丈
夫
、
地
域
の
付
託
に
答

　
　
　
　
　
　
え
る
立
派
な
訓
練

　　　　39年振りに
十日町市消防団の新団旗を樹立

で
し
た
。
ま
た
、

分
列
行
進
も
士
気

旺
盛
な
姿
が
に
じ

み
出
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、

ま
す
ま
す
消
防
精

神
の
慣
用
と
消
防

力
の
増
進
に
一
層

ま
い適

進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
記
念
行

事
と
し
て
江
戸
時

代
か
ら
現
在
ま
で

、
を
網
羅
し
、
地
域

内
消
防
の
沿
革
を

集
大
成
し
た
「
消

防
史
」
を
刊
行
し

ま
し
た
。
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、、　　　　　　大地の芸術祭
　　　え　ち　ご　つ　ま　り

・一越後妻青アAA‘ノエンナレ2000
会期：7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

大地の芸術祭に向けて、これまで数回にわたり十

日町市で作品展開するアーティストと作品を紹介し

てきました。開幕まで1か月弱となり、今回で作品

リーさんは、水をテーマに作品展開します。水浴

びをするために地上に舞い降りた精霊が、衣服を盗

まれて戻れなくなった民話をもとに、天女の羽衣を

イメージした作品をニツ屋の弁天池周辺に設置しま

す。

イ
．
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・
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粋

墨
難

、
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擁
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、
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｝
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－
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裟
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鳶
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　　　　リー・ブル氏経歴
4964　韓国生まれ

／987　Hong－1k大学彫刻専攻卒業

／988　ソウル国立現代美術館個展

／995　光州ビエンナーレ出展

／997　ニューヨーク近代美術館個展

／998　ソウルArtsonjeセンター個展

紹介は終了します。なお、今まで紹介したアーティ

スト以外にも多くの作品展開がありますので、期間

中、地域内をめぐってお楽しみください。

韓国

讐

キムさんは、アインシュタインの相対性理論の

記号「E＝MC2」をシャトルバスの車窓に表現し

ます。この記号を鮮やかな蛍光色で表現すること

により、それを見た人から相対性理論を認識して

もらうという作品です。

　翻■■キム・スジャ氏経歴■■騰騰

／957　韓国生まれ

／984　公益大学校大学院絵画科修了

槍88　ソウル現代画廊個展

／989　ベルリン国際現代芸術祭出展

／993　ニューヨークP．S．4ミュージアム出展

／994　東京INPACTI94ギャルリーユマニテ出展

4999　ベネチア・ビエンナーレ出展

地
元
サ
霜
囁
繋
チ
ー
ム

よ
り
お
知
鐵
懸

　
大
地
の
芸
術
祭
期
間
中
、
十
日
町

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
で
調
理

の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
食
材
、
メ
ニ
ュ
ー
は
用
意
し
ま
す

の
で
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
は
、

お
手
伝
い
可
能
な
日
程
と
時
間
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
H
大
地
の
芸
術
祭
運
営
本

部
（
盈
5
7
1
2
2
8
5
）
へ
。

大
地
の
蕪
撫
欝

　
　
　
「
漿
繊
漿
欝
」

　
　
　
　
　
欝
欝
蕎
募
集
！

　
大
地
の
芸
術
祭
に
あ
わ
せ
、
旧
十

日
町
シ
ル
ク
跡
地
が
十
日
町
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
さ

れ
、
お
ま
つ
り
広
場
が
設
置
さ
れ
ま

　
　
ら
く
い
ち
ら
く
ざ

す
。
「
楽
市
楽
座
」
は
、
日
本
全
国

か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
商
品
の
み
が

　
　
　
い
ち

集
ま
る
市
と
、
テ
ー
マ
を
固
定
し
な

④



い
地
元
の
出
店
者
が
集
ま
る
フ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
い
ち

マ
ー
ケ
ッ
ト
的
な
市
と
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

　
十
日
町
市
で
は
、
地
元
か
ら
市
に

出
店
す
る
人
を
次
の
要
領
で
募
集
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

　
平
成
1
2
年
7
月
2
2
日
出
～
9
月
1
0

日
⑲
の
間
の
土
・
日
曜
日

●
出
店
期
間

　
1
日
単
位
。

　
複
数
日
の
参
加
も
可
能
。

●
小
間
面
積

　
一
小
間
　
間
ロ
ー
間
×
奥
行
き

ー
、
5
間
（
小
間
の
上
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
出
店
数
に
よ
り
調
整
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
出
店
料

　
一
小
間
2
、
0
0
0
円
　
1
日

　
　
駐
車
場

市展開会場図（予定）
　　県　　　↑ク・ス・・
　　道

　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　ー日一E旧冊日一日一」
　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　トリエンナーレセンター
　　　　　　　　　　　　　（旧十日町シルク）

単
位
（
テ
ン
ト
・
机
・
椅
子
使
用
料

込
み
）

●
出
店
条
件

・
1
5
才
以
上
の
人
に
限
り
ま
す
。

・
食
品
衛
生
上
、
こ
こ
で
の
営
業
に

　
関
し
保
健
所
へ
の
届
が
必
要
な
お

　
店
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

・
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

　
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
在

　
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

●
そ
の
他

・
出
店
の
応
募
状
況
を
み
て
、
事
務

　
局
で
日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ

　
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
店
の
内
容

　
に
よ
り
出
店
を
お
断
り
す
る
こ
と

　
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

　
出
店
希
望
の
人
は
、
7
月
7
日
樹

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
・
問
合
せ

　
市
企
画
人
事
課
企
画
係
（
鱈
5
7
1

3
1
1
1
内
線
2
1
5
）
へ
。

大
地
⑳
鑛
雛
雛
．
難

　
　
「
撫
鱗
雛
饗
誕
購
ス

　
　
　
　
　
　
　
競
灘
鋼
ル
」

　
　
　
　
雛
雛
灘
雛
雛
中
！

　
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
の

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
「
大
地
交

響
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
世
界
の
音

楽
・
踊
り
と
地
域
か
ら
の
出
演
に
よ

っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
7
月
3
0
日
㈹
午
後
4
時
～

○
会
場
　
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド

○
出
演
者
　
山
下
洋
輔
、
梅
津
和
時
、

　
巻
上
公
一
、
天
鼓
、
堀
川
久
子
、

　
金
井
英
人
、
内
海
信
彦
、
ア
ン
サ

　
ン
ブ
ル
・
ト
ゥ
バ
ク
ィ
ズ
ィ
、
十

　
日
町
大
太
鼓
、
新
保
広
大
寺
節
保

　
存
会
他
、
特
別
司
会
“
真
野
響
子

○
入
場
料
　
一
般
3
、
0
0
0
円

　
（
前
売
2
、
5
0
0
円
）
、
小
・
中

　
高
校
生
1
、
5
0
0
円
（
前
売
1
、

　
O
O
O
円
）

■
問
合
せ
・
入
場
券
の
申
込
先

　
大
地
の
芸
術
祭
事
務
局
（
暦
5
7
1

2
6
3
7
）
ま
た
は
市
企
画
人
事
課

企
画
係
へ
。

◎
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
7
月
3
0
日
に
出
演
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
対
象
と
し
た
、
天
鼓
、
堀
川

久
子
、
大
場
メ
グ
ミ
に
よ
る
事
前
ワ

ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
7
月
3
日
励
と
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

月
7
日
樹
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
1
1
大
地
の
芸
術
祭
事
務
局

へ
。

第51回十日町雪まつり決算

鐙翻辮鶏蘇饗鷲鱗
麓轟藤灘蕪鷲
禰藤難、、　譜

雛難灘、．識嚢難　贈・　．灘縷

、、蹄鐸．難撰騨

　　・一ド『『縄二．　一・’1欝璽．

　
第
51
回
雪
ま
つ
り
は
、
2
月
1
8
日

團
～
2
0
日
㈹
の
3
日
間
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

魏
し
た
。
直
前
ま
で
暖
冬
少
雪
と
言
わ

．
れ
た
中
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
く
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で

　きまし

た
。

　
　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
事
業
所
か

ら
協
賛
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
決

算
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

項　圏 決算額（円） 主　な　説　明

収
　
　
　
入

委託料 50，000，000 市委託料

協賛金 22，585，512 織物組合・建設業協会・企業ほか

事業収入 14，016，975 広告料・入場券売上・駐車料ほか

雑収入 4，395 預金利息

繰越金 1，540，928 前年度繰越金

計（イ） 88，147，810

支
　
　
　
　
出

総務部会費 13，743，960 総務費・宣伝費ほか

ミスコンテスト部会費 1，155，422 テレビスポット・パンフレット印刷費ほか

コミュニティ部会費 2，349，901 オープニングフェスティバル・ツマリアンボールほか

イベント部会費 1，058，579 パレード・ウルトラクイズほか

カー・灘バル部会費 54，497，274 企画演出費・会場製作費ほか

雪の芸術展。広場部会費 9，346，583 賞金・賞品・広場協賛金ほか

交通部会費 2，058，956 交通警備費・巡回バス経費ほか

繰出金 1，000，000 モニュメント建設基金積立

雪運搬費 1，499，400 カーニバル会場雪運搬費

謙（ロ） 86，710，075

　　　　（イ）一（ロ）＝1，437，735円く第52回雪まつりへ繰り越し＞

　　　　　　モニュメント建設基金積立現在高4，004，404円

⑤平成12年6月25日号
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講醐購骸

一・だれもが住み続けられるまちをめざして一

　わがまちの住まいづくりや．まちづくりの指針莚な

るマスタープランが完成しました。r策定委員会封漁

「ワーキング部会」など市民参加から生ま輪た黍計画

の概要をお知らせします。なお、報告書憾建設課灘謹

覧になれます。■問合せ二建設課莞雷利雷灘策塞建

築住宅係（盈57－3／／1内線2ヌ5）繕、

◆
策
定
の
目
的

　
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
十

日
町
市
の
特
性
に
応
じ
た
住
宅
対
策

を
進
め
る
た
め
の
基
本
計
画
で
す
。

市
民
参
加
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
本

プ
ラ
ン
を
実
践
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
社
会
条
件
や

世
帯
状
況
な
ど
具
体
的
な
諸
条
件
に

基
づ
く
、
将
来
に
向
け
た
「
住
ま
い

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
と
世
帯
の
状
況

　
本
市
は
、
年
問
降
水
量
が
約
2
千

4
百
㎜
（
内
三
分
の
一
以
上
が
雪
）
に

も
達
し
ま
す
。
冬
の
豪
雪
と
対
照
的

に
、
夏
は
高
温
多
湿
が
特
徴
的
な
、
世

界
で
も
類
の
な
い
多
雨
型
の
自
然
環

境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
世
帯
状
況
で

は
、
夫
婦
と
子
、
親
と
夫
婦
と
子
か
ら

な
る
2
世
代
・
3
世
代
世
帯
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
年
々
小
家
族

化
・
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

◆
課
題
と
目
標

住
ま
い
づ
く
り
の
課
題

　
社
会
変
化
に
と
も
な
い
、
多
様
な

「
住
宅
政
策
」
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
最
重
要
課
題
の
雪
対
策

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
等
へ
の
支
援

　
な
ど
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
支
援

③
「
住
ま
い
づ
く
り
」
と
「
ま
ち
づ

　
く
り
」
の
整
合
の
と
れ
た
推
進

④
「
居
住
環
境
」
「
周
辺
環
境
」
「
地

　
球
環
境
」
へ
の
配
慮

⑤
市
民
主
体
の
「
住
ま
い
づ
く
り
」

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
。

住
ま
い
づ
く
り
の
目
標

①
だ
れ
も
が
快
適
で
、
魅
力
的
に
過

　
ご
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
。

②
自
然
と
歴
史
に
学
び
、
未
来
へ
つ

　
な
が
る
住
ま
い
づ
く
り

③
住
ま
い
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

◆
施
策
展
開

住
ま
い
づ
く
り
の
施
策

〈
住
宅
の
供
給
と
誘
導
〉

①
住
宅
の
供
給
・
改
良
・
住
み
替
え

　
に
対
し
公
的
支
援
を
行
い
、
供
給

　
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

②
克
雪
・
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
i
等

数408（複数回答あり）■住宅政策に望むも
　住まいについて市が行1

　　　　　　　住宅の雪対策への援

高齢・障害者対応住宅・サービスの充

　　　　　持家の取得・改造への援

　　　　　　　　計画的な住宅開

　　公園・道路などの周辺環境の整

　　　　　　　公営住宅の建設・改

　　　　賃貸住宅の不動産情報・制

　民間住宅への建設や入居者への援

　　　　　　　　　　　　　その

　　150　　　　200
・一ト調査（11年）」

08（＋57複数回答）

．を行いましたか」

●住宅の建て方別の割合

　　　　　一戸建　　　　共同住宅

　　　　　　　　長屋建　　　　その他

　十　　　　　　　　　　　　9・7

島　8＆5　1灘α2
　市
　　　0％　　　　　　　　　　50％　　　　　　　　　100％

7ランの構成

●十日町市内の屋根雪処理方式

　　落雪式屋根　　　耐雪式屋根

屋根

5
　
3
凝
9

　　　　　　　資料：「住宅マ

■住宅のバリアフリーイ

　【設問】「家族の高齢化に1

　　　　　　　まだ対策は不要

対策が必要な状況だがまだ何もしていない

　　　廊下や階段に手すりを設置した

　　浴室やトイレに手すりを設置した

　　階段等の段差にスロープを付けた

　　　ホームエレベーターを設置した

　　　　　　　　　　その他

　　　　　　　　　　無回答

融雪式屋根　　　雪下ろし式痘

盆・8

16．8 1　　71・0
9．4

平
成
九
年
度

100％50％0％

●新築専用住宅の屋根雪処理

落雪式屋根　　　耐雪式屋根

　　i融雪式屋根＼雪下ろし式屋根

　　　　　の　　　　　　　の　　　　　エのむ　　　　　　　の　　　　　むの

資料：「住宅マスタープラン・アンケート調査（11年）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥

50％　　　　　　100％

52．3

平
成
十
年
度

0％

地域特性と住まいの現況

住宅政策の課題と目標

・住宅政策の課題

・住まいづくりの理念と目標

各種施策の展開

・住まいづくりの施策

・地域特性を活かしたまちづく

りの施策

住宅づくりとルールの手引き

・住宅づくりの手引き

・住環境形成のルールづくり

・地域ごとの住環境整備の考え方

実現に向けて



　
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

③
賃
貸
住
宅
の
修
繕
・
改
良
を
支
援

　
し
、
質
的
な
向
上
を
図
り
ま
す
。

④
住
宅
供
給
の
手
法
や
情
報
提
供
を

　
支
援
し
ま
す
。

〈
公
的
住
宅
の
供
給
〉

①
公
営
住
宅
の
供
給
を
推
進
し
ま
す
．

②
公
営
住
宅
の
建
替
え
修
繕
等
を
検

　
討
し
ま
す
。

③
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
及
び
家
賃

　
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

克
雪
・
利
雪
住
宅
の
支
援

①
克
雪
住
宅
支
援
制
度
の
拡
充
を
図

　
り
ま
す
。

②
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
除
雪
作
業
・

　
玄
関
前
等
の
雪
処
理
に
対
す
る
支

　
援
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
克
雪
・
利
雪
・
親
雪
の
情
報
収
集

　
と
提
供
体
制
を
整
備
し
、
技
術
開

　
発
普
及
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

高
齢
者
等
に
対
応
し
た

住
宅
の
普
及

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
建
設
・
改

　
良
を
支
援
し
、
補
助
・
融
資
制
度

　
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
高
齢
者
向
け
公
的
賃
貸
住
宅
の
推

　
進
。

③
生
活
援
助
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
つ

　
い
た
居
住
施
設
の
整
備
推
進
を
検

　
討
し
ま
す
。

④
防
災
性
能
を
高
め
た
住
宅
を
支
援

　
し
、
市
全
体
の
防
災
性
の
向
上
を

　
め
ざ
し
ま
す
。

⑤
都
市
環
境
・
自
然
環
境
と
の
調
和

　
を
大
切
に
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
に
配

　
慮
し
た
住
宅
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

地
域
特
性
を
活
か
し
た

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

〈
市
街
地
の
再
整
備
と
連

携
し
た
住
ま
い
づ
く
り
〉

①
市
街
地
の
再
生
を
め
ざ
し
た
ま
ち

　
づ
く
り
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

②
生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
た
事

　
業
を
検
討
し
ま
す
。

③
災
害
危
険
度
判
定
等
に
よ
り
、
市

　
街
地
の
防
災
性
の
向
上
を
め
ざ
し

　
た
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

④
市
街
地
内
の
土
地
の
有
効
利
用
を

　
図
り
ま
す
。

〈
新
た
な
住
宅
地
整
備
〉

①
建
築
協
定
、
緑
化
協
定
な
ど
の
ル

　
ー
ル
作
り
を
推
奨
し
、
良
好
な

　
住
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

②
市
街
地
や
集
落
周
辺
部
の
住
宅
開

　
発
と
農
地
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

〈
農
村
集
落
の
整
備
〉

①
平
場
の
集
落
は
、
地
域
の
中
心
と

　
な
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
る
と
と

　
も
に
、
農
地
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

②
山
間
部
の
拠
点
集
落
は
、
地
域
社

　
会
の
核
と
な
る
整
備
を
進
め
、
小

　
規
模
集
落
は
、
営
農
形
態
を
配
慮

　
し
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

〈
克
雪
型
の
ま
ち
づ
く
り
〉

①
地
区
全
体
の
克
雪
化
を
図
る
集
団

　
的
整
備
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を

　
検
討
し
ま
す
。

②
雁
木
の
整
備
や
空
き
地
の
堆
雪
・

　
防
災
広
場
と
し
て
の
整
備
を
検
討

　
し
ま
す
。

③
雪
対
策
の
公
共
的
施
設
・
設
備
（
流

　
雪
溝
・
消
雪
パ
イ
プ
・
歩
道
・
堆

　
雪
広
場
）
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

④
効
率
的
な
道
路
除
雪
が
可
能
な
克

　
雪
対
応
道
路
や
、
歩
行
者
空
間
を

　
確
保
し
た
道
路
改
良
お
よ
び
広
場

　
の
工
夫
を
行
い
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
高
齢
者
な
ど
だ
れ
も
が
快
適
に
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
市
街
地

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
実
現
に
向
け
て

　
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
に
は
、

住
ま
い
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

情
報
提
供
・
支
援
体
制
の
確
立
が
必

要
で
す
。
そ
の
手
法
と
し
て
市
民
に

よ
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

住宅づくりとルールの手弓1き

1。住宅づくりの手引き

住宅における快適性の向上を図るためにまと
めました

（1）戸建て住宅

①雪処理に配慮した住宅

・屋根雪処理（落雪、融雪、耐雪）形式による長所・

　短所　・玄関前等の雪処理

・雪を資源として利活用する利雪住宅

②高齢化に配慮した住宅

・高床式住宅のバリアフリー・住戸内のバリアフリー

・各部屋ごとのバリアフリー

③住宅の長寿命化

・ライフステージに応じた住宅のリフォーム

・2世帯対応と2世帯同居
④防災に配慮した住宅

・耐震性能の向上　・耐震診断と耐震改修

・耐震性能に優れた住宅

・火災の発生と拡大防止

⑤環境共生住宅

・健康住宅　・エネルギー利用の削減

・自然エネルギーの有効利用・資源の有効利用

・周辺環境への配慮・居住環境の快適性

（2）集合住宅

①共用部の克雪・バリアフリー

②高齢社会に配慮された新しい住まい方

・高齢者向け集合住宅・高齢者向け優良賃貸住宅

3． 地域ごとの住環境整備の考詫方 2。 住環境形成のルールづく脇

地域の特性を醗慮膨た住潔境を形成ずるため 住竈が集まることによって形成されるまちや
にまとめまじた 葉落を整えるためまとめました

（1）地域ごとの基本方針 （1）まちなみの形成

（2）整備の考え方 ①雪処理に配慮したまちなみづくり

①旧市街地 ・中心市街地における雪処理

・幹線道路に面する建物（商店）の整備 ・周辺地域における雪処理

・細街路に面する住宅の整備 ②高齢化に配慮したまちづくり

・地区防災道路の整備 ・雁木整備等による歩行者空間の確保

・空き家、空き地の利用 ・交通規制

・駐車場とアーケード・ 雁木等の歩行者空間の整備 ・歩行者空間のネットワーク

②平場の中心集落 ③空き地・空き家の利用

・歩行者空間の整備・駐車場の整備 ・駐車場としての整備

・公園の整備 ・高齢者に対応した住宅や福祉施設

③山間部の拠点集落 ・ポケットパーク

・コミュニティの核と整備・通勤農業 ④協定によるまちづくり

・市民農園 ・1・Jターン希望者の転入 ・建築のルールづくり

④新たな開発宅地 ・中心市街地におけるルールづくり

・敷地規模の設定 ・除雪しやすい道路構造 ・周辺地域におけるルールの考え方

・歩行者を配慮した道路 ・まちなみのシュミレーション

⑤農地の保全をしながらの住宅地づくり ⑤緑化

・住宅地と農地の住み分けルール ・緑化のルールづくり

・住宅地の整備 ・緑化の手法

・農地の保全 ⑥地域の特性と調和した景観の形成

⑦　　平成12年6月25日号
　　　　　’
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●
受
験
申
し
込
み

　
6
月
2
6
日
㈲
～
7
月
2
1
日
囲
ま
で

の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分

（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）
の

●採用職種・人数、受験資格

間
に
十
日
町
市
企
画
人
事
課
人
事
秘

書
係
（
〒
9
4
8
1
8
5
0
1
　
市

内
千
歳
町
3
1
3
盈
5
7
1
3
1
1
1

内
線
2
1
1
）
へ
必
要
書
類
を
提
出

（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

●
試
験
方
法

【
第
1
次
試
験
…
筆
’
記
試
験
】

■
期
日
1
1
8
月
1
3
日
㈹

■
会
場
H
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
試
験
科
目
1
1
▼
一
般
事
務
上
級
・

建
築
・
土
木
・
保
育
士
…
教
養
試
験
、

専
門
試
験
、
作
文
▼
一
般
事
務
初

級
・
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法

職　種
採翔予定人数

受　　験　　資　　格
採用予定数 計

一般
事務

上級
4人

以上

9人

程度

学校教育法による大学卒業者（来春卒業見込みの
者を含む）で、昭和45年4月2日以降に生まれた者

初級
1人

以上

学校教育法による高等学校卒業者（短期大学等の
上位の学校卒業者または在学者を含む）で、昭和
54年4月2日以降に生まれた者

初級
（高校新卒）

1人

以上
学校教育法による高等学校を来春卒業見込みの者
で、昭和54年4月2日以降に生まれた者

土木

上級
1人

以上

3人

学校教育法による大学の土木専門課程卒業者（来
春卒業見込みの者を含む）で、昭和45年4月2日
以降に生まれた者

中級
1人

以上

学校教育法による短期大学・高等専門学校・専門
学校の土木専門課程卒業者（来春卒業見込みの者
を含む）で、昭和45年4月2日以降に生まれた者

建築

上級

いずれかで1人

学校教育法による大学の建築専門課程卒業者（来
春卒業見込みの者を含む）で、昭和45年4月2日
以降に生まれた者

中級
学校教育法による短期大学・高等専門学校・専門
学校の建築専門課程卒業者（来春卒業見込みの者
を含む）で、昭和45年4月2日以降に生まれた者

保　育　士 1人
保育士の資格取得者（来春取得見込みの者を含む）
で、昭和45年4月2日以降に生まれた者

理学療法士
　または
作業療法士

1人
理学療法士または作業療法士の免許取得者（平成
13年実施の国家試験による免許取得見込みの者を
含む）で、昭和45年4月2日以降に生まれた者

士
…
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
作
文

【
第
2
次
試
験
…
面
接
】

■
期
日
”
9
月
下
旬

　
（
1
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

●
必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
企
画
人

　
事
課
人
事
秘
書
係
に
配
置
）

②
最
終
卒
業
学
校
（
1
年
制
専
門
学

　
校
の
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成

　
績
証
明
書
　
※
卒
業
見
込
者
は
最

　
近
ま
で
の
も
の

③
来
年
3
月
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見

　
込
証
明
書

④
保
育
士
、
理
学
療
法
士
ま
た
は
作

　
業
療
法
士
は
免
許
証
の
写
し
ま
た

　
は
資
格
証
明
書
の
写
し
（
取
得
見

　
込
者
を
除
く
）

『
⑤
返
信
用
切
手
（
8
0
円
切
手
2
枚
）

●
給
与

■
初
任
給
目
（
1
2
年
4
月
1
日
現
在
・

受
験
資
格
取
得
直
後
に
採
用
の
場
合
）

▼
一
般
事
務
上
級
、
建
築
（
上
級
）
、
土

　
木
（
上
級
）
n
1
7
4
、
4
0
0
円

▼
一
般
事
務
初
級
H
1
4
1
、
9
0

　
0
円

▼
建
築
（
中
級
）
、
土
木
（
中
級
）
、

　
保
育
士
時
1
5
1
、
8
0
0
円

▼
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法

　
士
月
1
5
7
、
7
0
0
円

⑧



平成13年度採用

●
受
験
申
し
込
み

　
7
月
3
日
側
～
7
月
31
日
側
ま
で
の
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
1
5
分

（
土
．
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）
の
問
に
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課
（
〒
9
4
8
1
0
0
3
6
市
内
大
字
北
新
田
1
番
地
1
0
盈
5
7
1
1
5
5

6
）
へ
必
要
書
類
を
提
出
（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

●
採
用
人
数

■
上
級
・
初
級
あ
わ
せ
て
4
人
程
度

※
上
級
・
初
級
と
も
1
人
以
上
採
用

●
受
験
資
格

◇
身
体
強
健
で
視
力
は
両
眼
の
場
合

　
偲
以
上
、
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ

　
㏄
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
、
色

　
神
正
常
な
者

◇
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南

　
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山

　
町
）
に
居
住
可
能
な
者

◇
上
級
の
場
合
H
昭
和
5
0
年
4
月
2

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

　
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者
（
来
春

　
卒
業
見
込
者
含
む
）

◇
初
級
の
場
合
H
昭
和
5
0
年
4
月
2

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育

　
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
者
（
短

　
期
大
学
等
上
位
の
学
校
の
卒
業
者

　
含
む
）
ま
た
は
来
春
の
高
等
学
校

　
卒
業
見
込
者

●
試
験
方
法

【
第
1
次
試
験
】

■
期
日
”
8
月
2
0
日
㈹

■
会
場
月
受
験
者
に
直
接
通
知

■
試
験
科
目

◇
教
養
試
験
　
◇
消
防
適
性
検
査

◇
作
文
　
◇
体
力
試
験

【
第
2
次
試
験
】

■
期
日
閥
9
月
上
～
中
旬

■
試
験
科
目

◇
口
述
試
験
　
◇
身
体
検
査

●
必
要
書
類

◇
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
十
日
町

　
地
域
広
域
事
務
組
合
事
務
局
総
務

　
課
、
西
分
署
、
南
分
署
、
松
代
分
遣

　
所
、
松
之
山
分
遣
所
に
配
置
し
て

　
あ
り
ま
す
。
申
込
書
の
請
求
は
土
・

　
日
曜
日
、
時
間
外
で
も
で
き
ま
す
）

◇
最
終
卒
業
学
校
（
1
年
制
専
門
学

　
校
の
場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績

　
証
明
書
　
※
卒
業
見
込
者
は
最
近

　
ま
で
の
も
の

◇
来
年
3
月
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見

　
込
証
明
書

●
給
与

■
初
任
給
日
（
平
成
1
2
年
4
月
1
日

　
現
在
・
受
験
資
格
取
得
後
す
ぐ
に

採
用
の
場
合
）

▼
上
級
H
1
9
2
、
6
0
0
円

▼
初
級
”
1
6
0
、
2
0
0
円

●
採
用
人
数

　
1
人

●
受
験
資
格

◇
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
、
獣
医
師
免
許
取
得
者
（
平

　
成
1
2
年
度
国
家
試
験
に
よ
る
免
許

　
取
得
見
込
者
含
む
）

◇
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南

　
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山

　
町
）
に
居
住
可
能
な
人

●
試
験
方
法

■
期
日
1
1
8
月
2
0
日
㈹

■
会
場
閥
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
（
十
日
町
地
域
消
防
本
部
庁
舎
）

■
試
験
科
目

◇
教
養
試
験
　
◇
面
接

◇
身
体
検
査

●
必
要
書
類

◇
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
職
員
採

　
用
試
験
申
込
書
は
十
日
町
地
域
広

　
域
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
、
西

　
分
署
、
南
分
署
、
松
代
分
遣
所
、

　
松
之
山
分
遣
所
に
配
置
し
て
あ
り

　
ま
す
。
申
込
書
の
請
求
は
土
・
日

　
曜
日
、
時
間
外
で
も
で
き
ま
す
）

◇
す
で
に
獣
医
師
免
許
を
有
す
る
者

　
は
「
免
許
の
写
し
」

●
勤
務
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
職
員

と
し
て
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
家
畜
指
導
診
療
所
に
勤
務
し
ま
す
。

●
給
与

■
初
任
給
“
（
平
成
1
2
年
4
月
1
日

　
現
在
・
受
験
資
格
取
得
後
す
ぐ
に
　
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
採
用
さ
れ
た
場
合
）
2
0
7
、
9
　
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
0
0
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ー
多
尾
レ

L
§



⑩

　　　　欝噸響欝

　このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（E57－3／／／

内線2／3）へ、お気軽にお寄せください。

推
薦
は
坂
内
富
一
さ
ん
の
作
品
「
姿
見
」

　
～
第
2
1
回
十
日
町
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
～

　
第
2
1
回
十
日
町
市
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
会
が
6
月
6
日
σ
℃
に

ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら

の
応
募
作
品
1
9
7
点
の
中
か
ら
、

よ
う
か
、
冬
の
作
品
が
少
な
か
っ
た

の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
次
回
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
向
け
て
す
ば
ら
し
い
十
日

町
を
と
り
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
総

新
潟
市
の
坂
内
富
一
さ
ん
の
作
品

「
姿
見
」
が
推
薦
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
選
は
市
内
川
原
町
の
高
橋

健
吉
郎
さ
ん
と
静
岡
県
の
吉
永
定
次

さ
ん
の
2
点
、
入
選
1
0
点
、
佳
作
1
0

点
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
審
査
員
の
羽
賀
康
夫
先
生
（
日
本

写
真
家
協
会
会
員
）
か
ら
、
「
全
体

と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
あ
ま

り
片
寄
ら
な
い
内
容
で
た
い
へ
ん
良

い
傾
向
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

1
月
末
ま
で
小
雪
だ
っ
た
せ
い
で
し

評
が
あ
り
ま
し
た
。
推
薦
作
「
姿
見
」

に
つ
い
て
は
、
「
大
胆
な
ア
ン
グ
ル

で
優
れ
た
作
品
。
立
ち
位
置
を
生
か

し
た
画
面
構
成
も
見
事
で
す
。
赤
い

蛇
の
目
と
や
ま
ぶ
き
色
の
振
袖
の
バ

ラ
ン
ス
も
絶
妙
で
、
作
者
の
セ
ン
ス

の
良
さ
が
画
面
の
隅
々
ま
で
感
じ
ら

れ
ま
す
」
と
高
い
評
価
で
し
た
。

■
入
賞
作
品
展
1
1
7
月
1
8
日
ω℃
～
8

月
1
6
日
伽
ま
で
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
鑑
賞
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

踊
，
，
階
，

一
目

　　　黙
雛蕪灘

　　　　灘　　脚
欝鶯

雛

谷内丑市営住宅E棟が完成

　～高齢者に配慮した市営住宅～

　
谷
内
丑
市
営
住
宅
5
棟
目
の
E
棟
が
完

成
し
、
全
部
で
7
8
戸
が
入
居
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
E
棟
の
工
事
費
は
2
億

1
千
万
円
で
2
D
K
が
8
戸
、
3
D
K
が

4
戸
の
計
1
2
戸
が
入
居
で
き
ま
す
。

　
こ
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階

建
で
段
差
を
な
く
し
、
浴
室
に
は
手
す
り

を
設
け
る
な
ど
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
住

宅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
ま
で
に

は
集
会
所
の
建
て
替
え
お
よ
び
児
童
遊
園

地
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
へ
の
入
居
者
選
考
に
つ
い

て
は
、
入
居
基
準
に
照
ら
し
て
、
市
議
会

議
員
お
よ
び
市
民
代
表
者
に
よ
る
入
居
者

選
考
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
公
正
な

選
考
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

鷺・籔

　　　雛　　馨鐵灘鱗

　　　　縄文を楽しむ

「笹山じょうもん市」開催される

　
国
宝
指
定
1
周
年
を
記
念
し
て
、
6
月

4
日
㈹
笹
山
遺
跡
周
辺
で
、
中
条
地
区
振

興
会
（
高
橋
平
八
会
長
）
主
催
の
「
笹
山

じ
ょ
う
も
ん
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
9
時
3
0
分
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
高
橋
会
長
は
、
「
国
宝
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
と
考
え

準
備
し
て
き
た
。
今
日
は
、
4
5
0
0
年

前
の
縄
文
時
代
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
じ
ょ
う
も
ん
市
」
で
は
、
縄
文
時
代

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、
土
器
作

り
・
火
起
こ
し
・
縄
文
食
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
多
彩
な
催
し

が
あ
り
、
お
お
ぜ
い
の
参
加
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。



ス～　　饗
　難欝

『
『
賊
．

　鱗

≧一

髪

凝
講

彊
　
岬

繋

，
箋

む
．

襲
、
董

㌧
灘

　
常

　
ド
ゐ

懸
難

・
．
、
纒麹難

　
畢
．
蝶
叢
一
，

　
　
　
遜
鍵
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
磁
難

　
　
　
灘
、

　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獺

　
　
　
　
　
　
　
醸

　
　
　
齪
藩
灘
　
鑛

　
　
　
灘

　
　
縣
朧
響
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

欝
繋
轟
遮

礁
騨
縣

虹
の
花
が
薫
る
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

に
期
間
中
4
万
5
千
人

　
第
6
回
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
が

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
」
を
会
場
に
5
月
2
8

日
禦
ら
6
月
習
製
で
轟

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

6
月
上
旬
に
は
6
6
種
2
3
万
株
の

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
期

間
中
、
県
内
外
か
ら
4
万
5
千
人
が
訪
れ
、
咲
き
誇

る
ア
イ
リ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ヘ
リ
コ

プ
タ
i
遊
覧
飛
行
」
や
「
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
の

掘
り
売
り
」
「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
撮
影
会
」
な

ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
花
畑
を
散
策
す
る
な

ど
。
虹
の
花
”
の
美
し
さ
を
を
満
喫
し
ま
し
た
。

、
灘
嚢

麟
謂

　
灘

ミス十日町雪まつり撮影会

、
灘
膝

　
蛋
～
～
『

鰯
灘灘

アイリスカップフットサル大会

辮縫

黒鯉フィッシング大会

　
　
　
繊
、

辮
“
認
懸
羅
難

　
　
　
　
灘

　　　避
擁

撒
歓

　縣灘嚇

ホ
　
　
　
す，

、
難
灘

鞭
、
鑛

　
　
灘
・
灘
　

嚢
灘

誤
・
羅
灘
灘

・
．
欝
灘

　
　
　
鹸

雛

　　▲今年も笑いました「あてま新喜劇フォーラム座」
　　　第5回公演「土器にどきどき～縄文人も大笑い～」
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匡
ー

籍
粘
荘

聖⑪臆羅

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
総
合
体
育
館
で
は
2
つ
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
■
対

象
ロ
ー
5
歳
以
上
（
中
学
生
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
）
■
参
加
費
”
①
教
室
参

加
料
”
千
5
百
円
（
1
0
回
分
）
②
施

設
利
用
料
”
毎
回
2
百
円
（
3
か
月

以
上
の
「
施
設
使
用
券
」
ま
た
は
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
券
」
を
お
持
ち

の
場
合
は
①
の
み
）
■
申
込
み
”
総

合
体
育
館
（
智
52
－
4
3
7
7
）
へ
。

◆
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
足
腰
へ
の
負
担
の
少
な
い
運
動

で
、
中
高
年
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。
■
定
員
H
先
着
5
0
人
■
日

時
H
7
月
1
7
日
～
9
月
2
5
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
午
前
1
0
時
～
n
時
1
5
分

（
た
だ
し
8
月
1
4
日
を
除
く
）

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
ま
で

を
対
象
に
し
た
、
基
本
的
な
教
室
で

す
。
■
定
員
1
1
先
着
1
5
0
人
■
日

時
”
7
月
1
3
日
～
9
月
2
1
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
8
時

45
分
（
た
だ
し
7
月
2
0
日
を
除
く
）

第
鎚
回
少
年
野
球
大
会

■
日
時
擁
8
月
5
日
出
・
6
日
㈹
■

会
場
“
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野
球

場
、
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場
■
チ

ー
ム
編
成
“
市
内
在
住
の
小
学
生
を

対
象
に
同
一
町
内
で
編
成
（
た
だ
し

同
一
町
内
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は

隣
接
町
内
で
も
可
）
■
参
加
費
”
1
．

チ
ー
ム
2
千
5
百
円
■
申
込
み
健
7

月
1
9
日
伽
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
。

■
問
合
せ
1
1
総
合
体
育
館
へ
。

■
期
間
11
8
月
上
旬
～
9
月
上
旬
■

場
所
“
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野
球

場
■
チ
ー
ム
編
成
月
同
一
町
内
に
住

む
一
般
市
民
で
編
成
（
た
だ
し
単
一

町
内
で
編
成
で
き
な
い
場
合
は
隣
接

町
内
で
も
可
）
■
参
加
費
一
ー
チ
ー

ム
6
千
5
百
円
■
申
込
み
0
7
月
2
6

日
伽
ま
で
に
総
合
体
育
館
へ
■
問
合

せ
”
小
林
聡
（
盈
57
1
9
3
8
3
）

へ
。

▲

　　　スピードを控えて
　　安全運転をしましょう

　普段、何気なく車を運転していてもアク

セルを踏めばあっという間にスピードが出
　
　
　
の

普
ル
す
度
衝
と
ま

　
　
ま
速速度が速いほど停止距離は長くなり、衝突

の衝撃力も大きくなります。

心と時問にゆとりを持ち、安全運転に心が

けましょう。

匁
！

畿
｛

／．　／レイ／

　市内では5月中に交通死亡事故が2件発
生しました。

　今一一度、家族みんなで交通安全について

話レ合い、交通事故を起こさないように、

また、あわないよう交通事故の防止に努め

ましょう。

5月の交通事故発生状況　　　　（　）内は1月からの累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 21（103） 21（119） 2（2） 27（277）

11年 26（93） 31（117） 1（1） 30（278）

齢
醇
、

　　　撫懸懸
簿

汐
罹
、

．驚難麟難灘麟簾癒懸線…、、繋

北 ゴ
越 暦
急 ゴ
行
㈱ 1
の
決
算
報 響

生
口 ⑳

　
開
業
4
年
目
を
む
か
え
た
北
越
急
行
㈱
で
は
、
6
月
1
2
日
側
、
市
役
所

に
お
い
て
平
成
n
年
度
の
決
算
・
輸
送
概
況
報
告
を
内
容
と
し
た
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
。

　
旅
客
収
入
な
ど
の
営
業
利
益
は
、
9
億
2
、
6
0
5
万
6
千
円
、
経
常

利
益
6
億
8
，
9
6
4
万
8
千
円
か
ら
法
人
税
等
2
億
8
、
7
8
1
万
6

千
円
を
差
し
引
い
た
4
億
1
8
3
万
2
千
円
が
当
期
利
益
。
繰
越
剰
余
金

2
億
1
、
1
7
9
万
1
千
円
を
足
し
た
6
億
1
、
3
6
2
万
3
千
円
が
n

年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
急
「
は

く
た
か
」
の
総
利
用
者
数
が
、
2
3
2
万
3
千
人
と
前
年
度
比
1
0
3
・

5
％
と
好
調
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
。

　
大
熊
専
務
は
、
「
黒
字
基
調
で
好
調
。
第
3
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
の
中
で

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
急
は
、
好
調
で
し
た
が
ロ
ー
カ
ル

は
通
学
客
は
増
え
た
も
の
の
小
口
の

団
体
等
一
般
客
が
低
調
で
し
た
。
将

来
の
北
陸
新
幹
線
開
通
に
対
応
す
る

た
め
普
通
電
車
の
お
客
さ
ま
を
い
か

に
増
加
さ
せ
ら
れ
る
か
が
大
き
な
課

題
で
、
社
内
で
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
第
1
歩
と
し
て
、
自
治
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
社
内
提
案
の
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
す
る
な
ど
魅
力

の
あ
る
沿
線
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
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　こ　ごと

と小言をいわれただけですぐキレやすくなる。だから

子どもをしかることによって感じる小さなストレスを

避けず厳しくしつけたほうがよい」ということです。

　一方、学校教育の専門家には、厳しい規律に反対す

る意見もあります。自律や責任を求める前に子どもに

自信を持たせるべきだという考え方です。高齢者など

に体育館を開放することによって割られる窓ガラスの

数が大幅に減った学校もあるようです。

　さまざまな意見があると思いますが、一例を取り上

げました。皆さんはどうお感じになったでしょう。

　　　　　　　　　（姉妹都市協力員　当重茜さん）

　最近日本では10代の若者が関わる事件が相次ぎ、マ

スコミをにぎわしています。しかし、いわゆるrキレ

やすい子」というのは日本だけなく、世界的に示唆さ

れていることであり、イタリアも例外ではありません。

　イタリア人の育児は、戦後アメリカで出版された

「スポック博士の育児書」に影響を受けたようですが、

今専門家の間で論議を呼んでいるそうです。この本は

厳しいしつけを否定し、子どもの欲求を尊重し自由を

重んじる方針です。しかし反対派の意見は「スポック

式に育てられた親は子どもと衝突するのを嫌い、子ど

もと友だちのように付き合い、好きなようにさせる。

そのため、子どもは親に依存しながら、自分は全能だ

というイメージを抱きやすい。そして、大人にちょっ

⑱
故郷丸　山　恵　子さん

板橋区双葉町15－5（宮下西出身・53歳）

　
春
に
な
る
と
家
の
裏
山
に
カ
タ
ク
リ
や
お
こ

め
し
花
が
咲
き
、
ま
ま
ご
と
で
お
赤
飯
を
作
っ

て
遊
び
ま
し
た
。
お
こ
め
し
花
の
本
当
の
名
前

が
「
し
ょ
う
じ
ょ
う
は
か
ま
」
と
言
う
こ
と
を

東
京
に
来
て
か
ら
知
り
ま
し
た
。
雪
解
け
の
水

が
小
川
に
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
、
道
端
に
緑

が
も
え
る
季
節
の
、
な
つ
か
し
い
故
郷
の
思
い

出
で
す
。

　
東
京
に
来
て
か
ら
、
も
う
3
0
数
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
今
は
子
ど
も
の
手
も
離
れ
て
、
趣
味
と

お
け
い
こ
事
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
す
。

　
私
事
で
す
が
、
や
っ
と
、
人
の
お
役
に
立
て

る
年
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
板
橋
区
の
商
店

街
連
合
会
女
性
部
の
副
部
長
と
、
中
板
橋
商
店

街
の
副
理
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
中
板
橋
は
、
板
橋
区
の
真
ん
中
と
い
う
こ
と

で
、
5
年
前
か
ら
へ
そ
踊
り
を
始
め
て
い
ま
す
。

大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
で
板
橋
で
も
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
十
日
町
で
は
昔
か
ら
や
っ
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
宅
配
事
業
も
始
め
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
全
国
か

ら
も
視
察
が
あ
っ
た
り
と
話
題
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
少
し
で
も
、
商
店
街
活
性
化
の
役
に
立
て

ば
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時孫と上野動物園で

代
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
を
習
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
E
メ
ー
ル
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
や
り
た
か
っ
た
「
平
家
物
語
」
「
保

元
・
平
治
物
語
」
の
勉
強
も
続
け
て
い
ま
す
。

年
に
何
回
か
京
都
に
、
物
語
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
る
旅
を
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で

す
。
面
白
い
も
の
で
、
そ
の
時
代
か
ら
、
交
易

は
全
国
規
模
だ
っ
た
よ
う
で
、
十
日
町
の
文
化

と
多
く
の
共
通
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
特
に
、

こ
と
ば
や
食
文
化
は
典
型
的
な
例
で
、
「
北
陸

道
を
通
っ
て
十
日
町
に
伝
わ
っ
た
の
だ
な
あ
」

と
歴
史
を
通
し
て
実
感
で
き
ま
す
。

　
先
日
、
国
立
博
物
館
の
国
宝
展
で
、
火
焔
型

土
器
を
見
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
国
宝
に
混
じ

っ
て
、
堂
々
と
し
て
い
る
姿
は
、
自
分
の
身
内

の
よ
う
な
気
が
し
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
十
日
町
に
帰
り
ま
す
が
、
町
の
様
子
は

変
わ
っ
て
も
、
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
る

「
友
だ
ち
」
と
「
思
い
出
」
は
変
わ
り
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
十
日
町
に
は
、
き
れ
い
な
空
気

と
水
と
古
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
時
間
が
で
き
、

年
を
追
う
ご
と
に
感
じ
や
す
く
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
思
い
出
せ
る
ふ
る
さ
と
の
あ
る
こ
と

と
、
そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
、
わ
た
し

の
自
慢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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繹じ
第
纏
回
駅
通
り

　
　
七
タ
ま
つ
り
開
催
中

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
付
き
大
竹
飾

り
や
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い
短
冊
を

展
示
中
。
今
年
も
恒
例
の
歩
行
者
天

国
（
露
天
夜
店
市
）
を
行
い
ま
す
。

歩
行
者
天
国
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
も
募
集
中
■
期
間
H
7
月

10
日
㈲
ま
で
■
歩
行
者
天
国
H
7
月

7
日
働
・
8
日
出
午
後
7
時
～
m
時

（
雨
天
決
行
）
■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
申
込
み
・
問
合
せ
”
今
井
貴
彦

（
盈
52
1
2
9
5
4
）
へ
。

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

嗣
新
潟
・
十
日
町
会
場

　
W
杯
サ
ッ
カ
ー
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
目
指
す
当
市
を
舞
台
に
、
世

界
の
若
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
日
時
1
1
7
月
1
6
日
㈹
、
第
1
試
合

午
前
1
1
時
3
0
分
～
、
第
2
試
合
午
後

2
時
1
0
分
～
■
会
場
1
1
市
陸
上
競
技

場
■
出
場
チ
ー
ム
H
ベ
レ
ス
・
サ
ル

ス
フ
ィ
エ
ル
ド
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
、

U
1
1
7
韓
国
ユ
ー
ス
選
抜
、
富
山
県

高
校
選
抜
、
市
立
船
橋
高
校
■
入
場

料
1
1
無
料
■
問
合
せ
”
総
合
体
育
館

（
鱈
52
i
4
3
7
7
）
へ
。

　
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
会
を

行
い
ま
す
。
■
日
時
”
7
月
8
日
田

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
・
7
月
9
日

㈹
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
■
場
所
”

ク
ロ
ス
ー
0
■
販
売
品
目
1
1
家
具
製
品

（
タ
ン
ス
・
応
接
セ
ッ
ト
）
、
金
属
製

品
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
）
、
革

製
品
（
靴
、
バ
ッ
ク
）
、
木
彫
製
品

ほ
か
■
主
催
H
新
潟
刑
務
所

買
つ
て
は
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
の
話

　
昨
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
買
っ
て

は
い
け
な
い
」
の
著
者
を
迎
え
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
■
日
時
”
7
月

7
日
團
午
後
6
時
3
0
分
～
（
開
場
6

時
）
■
会
場
”
市
民
会
館
■
講
師
1
1

渡
辺
雄
二
氏
（
科
学
評
論
家
）
■
入

場
料
ほ
5
百
円
■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

所
閥
市
民
会
館
、
野
上
書
店
ほ
か
■

問
合
せ
月
春
日
（
昼
間
鱈
5
7
1
0
2

7
2
）
へ
。

　
音
楽
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

表
現
手
法
と
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
■
日
時
H
7
月
8
日
出
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
■
会
場
”
十
日
町
情
，

報
館
■
内
容
1
1
午
前
“
実
技
見
学
、

午
後
”
講
演
■
講
師
H
大
滝
昌
之
氏

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
認
音
楽
療
法
士
）

■
受
講
料
1
1
2
千
円
（
昼
食
代
千
円

含
む
、
当
日
徴
収
）
■
主
催
1
1
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
、
土
曜
会
、
ベ
ガ
バ

ン
ド
■
申
込
み
1
1
7
月
6
日
㈲
ま
で

に
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
（
内
線

1
3
4
）
へ
。

ど
ん
ぐ
脇
お
は
な
し
の
へ
や

　
　
～
あ
さ
が
お
の
ま
き
～

　
絵
本
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
ほ
か
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
1
1

7
月
1
5
日
出
午
後
3
時
～
■
会
場
”

十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
冒
十
日
町

情
報
館
（
盈
5
0
1
5
1
0
0
）
へ
。

介
護
講
演
会

　
利
用
者
や
家
族
・
地
域
に
望
ま
し

い
、
身
体
を
拘
束
し
な
い
快
適
で
安

心
で
き
る
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
■
演
題
“
「
縛
ら
な
い

ケ
ア
を
実
現
し
て
」
■
講
師
1
1
田
中

と
も
江
氏
（
上
川
病
院
総
婦
長
”
八

王
子
市
）
■
日
時
”
7
月
2
5
日
ω
℃
午

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

◆問い合わせ
　介護保険課介護保険係
　B57－3111内線161．162

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
を

一
時
的
に
軽
減
す
る
た
め
の
、
「
受

領
委
任
制
度
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
領
委
任
と
は

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
人
は
、

　
ま
ず
原
則
と
し
て
一
割
の
負
担
を
事

　
業
者
に
支
払
い
ま
す
。
そ
の
後
に
限

　
度
額
を
超
え
た
分
の
給
付
手
続
き
を

　
市
に
行
い
、
保
険
給
付
を
受
け
ま
す
。

　
「
受
領
委
任
」
と
は
利
用
者
の
一
時
的

　
負
担
と
、
市
へ
の
給
付
手
続
き
を
軽

　
減
す
る
た
め
に
、
市
と
事
業
者
が
契

　
約
を
結
び
、
事
業
者
が
利
用
者
に
代

　
わ
っ
て
市
に
請
求
を
行
う
制
度
で
す
。

　
　
「
受
領
委
任
」
を
利
用
で
き
る
の
は

　
①
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
振
替
利
用

　
を
し
た
場
合
と
②
施
設
入
所
者
で
自

　
己
負
担
額
が
一
定
額
を
上
ま
わ
る
高

　
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
で
、

　
そ
れ
ぞ
れ
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

㈹
　
　
　
振
替
利
用

●
●
　
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

度
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
日
数
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
例
と

し
て
訪
問
介
護
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
利
用
残
を
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

に
あ
て
る
振
替
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
振
替
利
用
を
し
た
分
は
、
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
し
、
後
日
市
か
ら

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
「
受
領
委
任
制
度
」

の
活
用
に
よ
つ
て
、
一
割
の
利
用
者

負
担
の
支
払
い
で
振
替
利
用
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
希
望
者
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
入
所
者
で
自
己
負
担
額
が
一

定
額
以
上
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
施

設
と
受
領
委
任
の
手
続
き
を
す
る
と
、

限
度
額
の
負
担
で
す
み
ま
す
。
希
望

者
は
入
所
施
設
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
【
限
度
額
は
次
の
と
お
り
◇
市

民
税
世
帯
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
等
H
1
万
5
千
円
◇
住
民
税

世
帯
非
課
税
者
阿
2
万
4
千
6
百
円

◇
右
記
以
外
1
1
3
万
7
千
2
百
円
】

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
や
受
領
委
任
を
希
望
し
な
い
施
設

入
所
者
に
は
、
毎
月
1
5
日
ご
ろ
、
市

か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い

て
の
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

保
険
給
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑭



後
1
時
3
0
分
～
4
時
■
会
場
日
ク
ロ

ス
ー
0
■
定
員
H
先
着
3
0
人
■
申
込

み
H
7
月
1
7
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
保

健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。
子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
ー
7
月
6
日
内
・
1
3
日
㈲
午

前
9
時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
■
会
場
”

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
9
■
問
合
せ
口
健
康
福
祉

課
児
童
家
庭
係
（
内
線
1
3
1
）
へ
。

7
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時
H

7
月
4
日
n
日
1
8
日
の
各
火
曜
日
午

前
m
時
㌻
n
時
■
会
場
1
1
市
民
体
育

館
■
申
込
み
睡
直
接
会
場
で
受
付
け

ま
す
。
※
1
8
日
は
前
期
最
終
日
に
つ

き
「
な
か
よ
し
な
べ
」
を
し
ま
す
。

講座

　
．
　
　
雛
難

　
　
踊
聯

　
　
翻

醤
．

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

た
め
の
学
習
会

　
市
報
や
本
な
ど
の
朗
読
テ
ー
プ
を

制
作
し
、
目
の
不
自
由
な
方
に
情
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ
る
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
会
員

は
随
時
募
集
中
■
日
時
H
7
月
1
5
日

田
午
後
1
時
3
0
分
～
■
場
所
”
十
日

町
情
報
館
■
問
合
せ
・
申
込
み
H
荻

野
京
子
（
腔
57
i
8
8
1
0
）
へ
。

集
・
翻
租

婆
　
　
醒

市
民
ヨ
ー
ル
監
視
員
・

　
　
　
　
パ
ー
ト
職
員
募
集

■
勤
務
期
間
1
1
7
月
1
7
日
㈲
～
8
月

31
日
内
■
勤
務
時
間
1
1
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
6
時
3
0
分
（
8
月
1
3
日
㈹

以
降
は
午
後
5
時
3
0
分
ま
で
）
交
代

勤
務
■
募
集
人
数
H
1
2
人
程
度
■
応

募
資
格
H
1
8
歳
～
2
9
歳
ま
で
の
体
力

に
自
信
の
あ
る
健
康
な
人
（
高
校
生

除
く
）
、
期
間
中
継
続
し
て
勤
務
で

き
る
人
、
水
泳
能
力
に
自
信
が
あ
る

人
■
申
込
み
目
7
月
7
日
團
必
着
で

履
歴
書
を
総
合
体
育
館
に
提
出
。
申

込
後
に
面
接
を
実
施
■
問
合
せ
”
総

合
体
育
館
（
暦
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

新
潟
県
信
用
保
証
協
会

　
　
　
　
　
　
　
の
相
談
日

　
事
業
発
展
の
た
め
に
効
率
的
な
融

資
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
■
日
時
閥
毎

月
第
2
火
曜
日
午
前
1
0
時
～
正
午

（
7
月
は
1
1
日
）
■
会
場
H
十
日
町

商
工
会
議
所
■
問
合
せ
H
十
日
町
商

工
会
議
所
（
盈
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

轍育

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で

中
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
国
が
判
定
し
、
合

格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が

与
え
ら
れ
る
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
口
▼
保
護
者
が
義
務
教

育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
で
、
1
3
年

3
月
31
日
ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な

る
人
な
ど
■
試
験
科
目
目
中
学
校
履

修
水
準
の
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

外
国
語
（
英
語
）
■
願
書
受
付
“
8

月
1
日
ω
℃
～
31
日
㈲
に
必
要
書
類
を

提
出
（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ
・
申
込
み
H
新
潟
県
教
育

庁
高
等
学
校
教
育
課
（
〒
9
5
0
1

8
5
7
0
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5

5
1
1
）
へ
。

教
科
書
展
示
会

　
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
で
1
2
年

度
に
使
用
し
て
い
る
教
科
書
を
展
示

中
■
期
間
11
7
月
1
1
日
ω
℃
ま
で
（
た

だ
し
、
第
2
・
第
4
土
曜
日
と
日
曜

論噌
■匿■

一■

o

　　①国宝とあじさい鑑賞コ」λ

　　■コース＝十日町駅西ロ発（10＝30）一あじさい公園一

クロス10一十日町市博物館一きもの歴史館一星と森の詩美術館一

　　　きもの絵巻館・和の風・絹都一駅西ロ着（15：55）

　　　　　　■運行日＝7月15日（土）・16日（日）

　　　　　　②大地の芸術祭コース

　　　■コース＝十日町駅西ロ発（10：20）一川西ステージー

　　クロス10・十日町ステージー十日町市博物館一松代ステージー

　　　　きもの絵巻館・和の風・絹都一駅西ロ着（15：55）

　　’運行日＝7月20日（海の日）・23日（日）・30日（日）・8月6日（日）・

　　　　　12日出・20日（日）・27日（日）・9月3日（日）・10日（日）

　　　　　　③国宝と絹の都コース

　　　■コース＝十日町駅西ロ発（10：30）一星と森の詩美術館一

　きもの歴史館一クロス10一十日町市博物館一神宮寺一笹山経由一

　　　　　きもの絵巻館・和の風・絹都一駅西口着（15＝30）

　　　　■運行日＝9月17日（日）・23日（秋分の日）・24日（日）

■費　用嵩一一人3，800円、こども2，500円（入館料・昼食付）

■問合せ＝十日町市観光協会（豊57－3345）転。

　
哲
学
者
と
し
て
現
代
社
会
に
警
鐘
を
な
ら
し
、
新

た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
梅
原
猛
先
生
が
、
鋭

い
洞
察
力
で
縄
文
文
明
の
意
味
を
問
い
直
し
ま
す
。

■
と
　
き
目
7
月
8
日
ω
午
後
3
時
～

■
と
こ
ろ
”
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
■
入
場
料
”
無
料

■
問
合
せ
H
十
日
町
市
博
物
館
（
智
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
．

⑮平成12年6月25日号
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日
を
除
く
）
■
展
示
時
間
1
1
平
日
“

午
前
9
時
～
午
後
5
時
、
土
曜
日
”

午
前
9
時
～
正
午
■
会
場
H
十
日
町

教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
十
日
町
中
学
校

内
）
■
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
盈
5
7
1
2
3
0
6
）
へ
。

覧
・
、
饗
　
　
轟

　
　
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
難
　
翁
無

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
ダ
ン
ス
講
習
会

■
日
時
目
7
月
8
日
田
午
後
7
時
～

9
時
（
6
時
3
0
分
～
受
付
）
■
会

場
H
市
民
体
育
館
■
参
加
費
目
5
百

円
■
講
師
1
1
宮
澤
忠
男
氏
■
申
込

み
口
当
日
会
場
に
て
受
付
■
そ
の

他
口
運
動
し
や
す
い
服
装
、
内
履
き

持
参
■
問
合
せ
1
1
佐
野
芳
隆
（
夜
問

盈
5
7
－
5
0
1
2
）
へ
。

お
だ
ま
き
山
の
会
公
開
登
山

■
期
日
1
1
7
月
2
9
日
出
～
3
0
日
⑲
■

行
先
H
北
ア
ル
プ
ス
蝶
ケ
岳
■
参
加

費
1
1
大
人
2
万
5
千
円
、
小
中
高
生

2
万
2
千
円
■
定
員
“
先
着
4
5
人
■

申
込
み
ー
公
民
館
本
館
（
盈
5

7
1
5

0
1
1
）
へ
。
■
問
合
せ
目
羽
鳥
茂

（
盈
52
1
3
9
5
8
）
へ
。

市
民
水
泳
競
技
大
会

■
日
時
H
8
月
6
日
㈹
午
前
9
時
～

午
後
3
時
■
会
場
H
西
小
学
校
プ
ー

ル
■
参
加
資
格
口
市
民
ま
た
は
市
内

に
通
勤
・
通
学
す
る
人
■
参
加
費
1
1

一
人
3
百
円
（
保
険
料
含
・
申
込
時

納
入
）
■
申
込
み
H
7
月
1
9
日
伽
ま

で
に
総
合
体
育
館
ま
た
は
十
日
町
体

力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
a

58
1
3
3
4
3
）
へ
。
■
問
合
せ
H

阿
部
真
彬
（
盈
5
7
－
8
9
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

）（1）競泳の部（各種目　男子、女子

種　目 自由形 平泳ぎ 背泳ぎ バタフライ

クラス　　　　　m 25 50 25 50 25 50 25 50

小学校4年生まで ○ ○ ○ ○

小学5・6年生 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

中学・高校生 ○ ○ ○ ○

一般（45歳未満） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般（45歳以上） ○ ○ ○ ○

窯金

●＼！漕

ションの部

トルリレー
以下、小学5・6年、一般
リレー（予定）

参（2謝饗
1　　　●宝さがし
1』　　　　 ●100メー
こ）　（小学礁
　　　　●着衣水泳

贈

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め

に
申
請
し
、
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
時
に
は
、
免
除
を
受
け
た
期

間
の
年
金
額
は
、
納
付
し
た
場
合
に

比
べ
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。
（
免

除
を
受
け
て
か
ら
1
0
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
）
お
困
り
の
人
は
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
（
内
線
1
5
1
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

交通

一

長
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
開
設
の
お
知
ら
せ

　
長
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
7
月

10
日
㈲
に
長
岡
市
上
前
島
地
内
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
宮
内
の

長
岡
運
転
免
許
試
験
場
は
閉
鎖
さ
れ

ま
す
。
■
業
務
内
容
閥
●
運
転
免
許

試
験
●
運
転
免
許
の
更
新
（
※
優
良

講
習
対
象
者
は
十
日
町
交
通
セ
ン
タ

ー
で
も
更
新
で
き
ま
す
。
一
般
講
習

対
象
者
は
す
べ
て
長
岡
で
の
更
新
と

な
り
ま
す
。
）
●
運
転
免
許
の
再
交

付
●
国
外
免
許
証
の
申
請
・
交
付
●

失
効
再
取
得
●
行
政
処
分
の
執
行

（
運
転
免
許
の
停
止
・
安
全
講
習
）

■
交
通
手
段
目
長
岡
行
き
急
行
バ
ス

「
新
片
田
」
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
約

鷹
、 ■願閣騨日閣蕪嗣甲願馴閣騨願甲閣鯛卿嗣顯
1欝麟歯　醸麗灘謀嚇磁翻総1
巳　鐵麹醗鐵灘謬灘灘叢鑛磯懸繋難獲灘

l　　　　　　　　　　l・・1鐵難鐵顯懇　　織簸　鑛護懸・
1』　濃鞭矯　　　　＿　1．灘灘懸繕懇嚢灘欝鰻灘＿灘
1　　難謹　　　　　　1．辮灘雛難難鐵麟嚢灘
1灘轍繍灘魏繋難鱒繍綴l
l・．難鰯灘徽醐㈱灘灘1
1鱗㈱雛難灘雛繋、1

網雛
・

◎高齢者職業相談

　毎週月～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談

羅難
『

難灘”
盟
．

　
時

　
3
室

　
後
談

　
午
相

　
～
民

　
時
市

㈹
1
0
：

日
前
場

14

午
会

◎法律相談

電話で市民生活課へ要予約1　製購凝　　懸　　　1
　　　　　　　　　　　ロ13日（木）　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　I

　板倉　光弁護士　　　　l　　　　　　　　　　　　　　I

27日㈲　　　　　　l　　　　　　　　　l

畑欝弁護士　l　　　　　　l午後1時30分～午後4時
会場：市民相談室　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　墜　　髄瞠　　幽　　幽幽　　幽　　幽箇　　髄爾　　幽幽1　幽幽　　劃幽　　劉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯

保健婦による相談◎健康相談
期日 会　　　場 時　　　間

3・10・17・

24・31
日（月）

保　健　セ　ン　タ 一 午前9時～11時30分

11目㈹

新座コミュニティセンター 午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　　和　　会 館 午後1時30分～4時

m日㈹

羽　　根　　川 十
壮 午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　　　成 園 午後1時30分～4時

28日㈱
下条地区公民館 午前9時～11時30分

上　新　田　公　民 館 午後1時30分～4時

※健康手帳のある人はご持参ください。



1
㎞
、
ま
た
は
長
岡
駅
か
ら
免
許
セ

ン
タ
ー
行
き
直
通
バ
ス
乗
車
■
問
合

せ
1
1
長
岡
運
転
免
許
試
験
場
（
盈
0

2
5
8
1
2
2
1
1
0
5
0
）
へ
。

至越路町

濃川
　　誹 毛

越
路 至長岡市役所
橋

％
転

■新庁舎
現試験場

■
2バス停r新片田」 旧17号

片田1．C 宮内駅

町田1．C

長岡東バイパス（国道17号）

　　信叢の憾

至
小

千

谷

搏
物
館
入
館
料
改
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
十
日
町
市
博
物
館
で
は
7
月
1
日

か
ら
入
館
料
を
改
定
し
ま
す
。
■
新

入
館
料
H
大
人
一
人
5
百
円
、
団
体

（
2
0
人
以
上
）
一
人
4
百
円
、
中
学

生
以
下
無
料
※
障
害
者
の
皆
さ
ん
は

障
害
の
種
類
・
級
別
に
か
か
わ
ら
ず

無
料
と
な
り
ま
し
た
。
窓
口
で
手
帳

の
提
示
ま
た
は
申
し
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
■
開
館
時
間
”
午
前
9
時

～
午
後
5
時
■
閉
館
日
“
毎
週
月
曜

日
・
国
民
の
祝
日
の
翌
日
・
年
末
年

始
■
問
合
せ
”
十
日
町
市
博
物
館

（
鱈
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

7
月
の
休
館
日

■
公
民
館
本
館
H
毎
週
月
曜
日
■
総

合
体
育
館
H
4
日
σ
℃
・
1
8
日
ω
り
■
博

物
館
腿
毎
週
月
曜
日
・
2
1
日
樹
■
情

報
館
ロ
毎
週
月
曜
日
■
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
H
毎
週
日
曜
日
・
2
0
日
㈱

防
種
、

．
茅
接
㎜

＼

＼，

風
し
ん
の
個
別
接
種

　
　
追
加
受
付
を
し
ま
す

■
該
当
す
る
子
1
1
4
月
1
日
現
在
、

1
歳
6
か
月
～
7
歳
6
か
月
未
満
の

子
．
①
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

た
か
、
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な

子
■
接
種
日
”
①
9
～
n
月
の
指
定

さ
れ
た
日
■
申
込
み
H
7
月
3
日
㈲

～
1
0
日
㈲
（
土
・
日
は
除
く
）
の
間
に

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
。
電
話
で
の
受
け
付
け
は

し
ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
H
健
康
福
祉

課
保
健
予
防
係
（
内
線
1
4
1
）
へ
。

日
本
脳
炎
景
防
接
種

　
　
～
7
月
の
臼
程
5

■
対
象
H
接
種
日
現
在
満
3
歳
～
7

歳
6
か
月
未
満
の
子
※
詳
し
く
は
市

報
5
月
2
5
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　日程表　　　　　係■
　　　　　　　　　　　　　　　へ問

　　　　　　　　　　　　　　　　健
川治小学校区7月4日（火）7月11日（火）　康
　　　　　　　　　　　　　　　　福吉田・東小学校区7月7日（金）7月14日（金〉　　祉

　　　　　　　　　　　　　　　　課水沢・飛一・飛二小学校区7月18日（火）7月25日（火）保

　　　　　　　　　　　　　　　　健■受付時間＝午後1時30分～2時15分（時間厳守）　　予

■会場＝保健センター　　　　　　　　　　　　　　防

継……灘搦…毎鰯／……i…
珪薙灘珀麗灘

川治小学校区 7月4日σ℃ 7月11日ψ℃

吉田・東小学校区 7月7日團 7月14日（金〉

水沢・飛一・飛二小学校区 7月18日σ℃ 7月25日σ℃

の
血
．

覇
難

全
血
献
血

■
期
日
”
7
月
7
日
樹
■
受
付
時
間
H

午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
3

時
■
会
場
目
中
条
地
区
公
民
館
■
問

合
せ
目
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
へ
。

　
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
■
期

日
”
7
月
1
1
日
σ
℃
■
会
場
”
十
日
町

建
設
会
館
■
問
合
せ
・
申
込
み
“
健

康
福
祉
課
保
健
予
防
に
電
話
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　謎　　　　　　　　　　　熱　　　　　　　　　　霧
　　　　　　　　　灘　　　　　　　『難
　　　　難課灘難

医急救日休難紘、義・乳幼児健康診査藻罎センタ．1甲

期日 医療機関名 （住所） 電話番号

2日（日）
中

大熊内科医院
　　条　病 院

（山本町1）

（北　原）

52－7066

57－3018

9日（日〉 官
田 田　医 院 （神明町） 52－3269

16日（日〉 山
上

ロ　医

村　病
院
院

（下条中央通り）

（中里村）

55－2033

63－2111

20目㈱
（海の日）

大 島　医 院 （川原町） 52－2957

23日（日） 大
津

坪　医

南　病
院
院

（四日町新田2）

（津南町）

57－6100

65－3161

30日（日〉 庭 野　医 院 （寿町4） 52－2711

乙ヂ6

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診／灘響晃〕
6日

㈲
午後1時
　～1時45分

9年1月
生まれの幼児

難歳㊨が月児
健　　　　　診

5日

㈱
午後1時
　～1時45分

11年1月
生まれの幼児

4か掲蝿健診
19日
伽

午後1時
　～1時30分

12年3月
生まれの幼児

2歳㊧が月児
身　体　測　定

18日
ψ℃

午前9時
　～9時50分

9年12・10年1月

生まれの幼児

翅1が　掘　蝿
身　体　測　定

19日
㈱

午前9時15分

　　～10時
11年9月
生まれの幼児

　①／歳6か月児、3歳児健診は歯科検診あり。
　②4か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
　　てください。
　③3歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
　　防係（内線44／）まで連絡してください。

⑰平成12年6月25日号

旨
奪
kE「胴『「
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高
校
卒
業
後
、
新
潟
に
あ
る
医

療
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
8
月
に
、
B
S
N
ア
イ

ネ
ッ
ト
M
S
C
の
医
療
事
務
職
員

の
話
が
あ
り
、
実
地
研
修
で
専
門

学
校
も
卒
業
で
き
る
と
い
う
好
条

件
で
し
た
。
本
社
で
ー
か
月
間
の

研
修
を
修
了
。
9
月
か
ら
十
日
町

病
院
に
派
遣
さ
れ
、
十
日
町
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
地
研
修
に
よ
り
3
月
に
は
専

門
学
校
を
卒
業
し
、
4
月
か
ら
正

規
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
十
日
町

病
院
へ
の
派
遣
職
員
は
1
6
人
で
、

す
べ
て
が
女
性
で
す
。
年
齢
も
近

く
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
仕
事
で
は
先
輩
に
は
か
な

い
ま
せ
ん
。
平
日
は
、
翌
日
の
仕

事
に
影
響
し
な
い
よ
う
家
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
反
面
、
休
日
は
友

だ
ち
と
飲
み
に
行
っ
た
り
、
大
好

き
な
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
、
思

い
っ
き
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
獣
医
と
し
て
病
院
で
働
く
こ
と

が
夢
で
し
た
。
内
容
は
違
い
ま
す

が
病
院
勤
務
と
い
う
目
標
は
達
成

で
き
ま
し
た
。
次
は
結
婚
で
す
が
、

や
さ
し
く
、
け
じ
め
が
あ
り
、
進

ん
で
家
事
な
ど
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

り（フリワリワリワリリリ9り9リワリワリ（フリ9リワリワリ9リワリ9リワリ（フリ（フリワリ9り9り9リワリ9リワリ9りりり（フリワリリリリリ9リワリ（フリ

溝継一毘縦牌
No．51

ふるさと学習で作った竹馬で

西小学校

　
西
小
学
校
の
下
に
は
、
遠
く
古
墳

　
　
　
ば
　
　
ば
　
が
み

時
代
の
馬
場
上
遺
跡
が
眠
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
く
に
は
博
物
館
・
総

合
体
育
館
・
武
道
館
・
情
報
館
も
あ

り
、
ま
さ
に
西
小
学
校
は
歴
史
と
文

化
の
中
心
地
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
1
推
進
運
動
を
生
か
し
て
西
小

学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
る
さ
と
学

習
（
体
験
学
習
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
昨
年
は
、
地
元

の
大
工
さ
ん
方
に
お
願
い
し
て
、

「
大
工
さ
ん
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
家
造
り
の
実
演
を
見

た
り
、
竹
（
木
）
馬
や
ス
ノ
コ
な
ど

を
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
作
っ
た
り
、

と
て
も
楽
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
作
っ
た
竹
馬
は
、
新
装
し
た

中
庭
で
の
遊
び
の
中
心
で
す
。
昨
年

う
ま
く
乗
れ
な
か
っ
た
子
も
、
今
年

は
と
て
も
上
達
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
な

ご
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
る

さ
と
学
習
が
実
施
で
き
そ
う
で
す
。

了イ又の蒔期
　　　　　　十高漫研部

，懸醜

ム
ll

鵬　　　．，’．＝il；；，…≦雑凱

　　　　‘

饗”及ヅD
㌔

せ、熱、！．、，，惹、鰍烹黛

　　　　　　’”

ρ紫‘己緊

　　　　　　　もノ，

　　　　　7”が’『トカ・3．

し・剣餅3よ．

測州
c、

q　　　　．φ一

ψ

羅ゲヴ7物
　イ

可しヱんの？

蝋、1輪誘・レ1レ“2

　　乏れ泌力、卜，

市の木

rきり」

　市の花
r山つつじ」

十
目
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

ム
フ
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

■テレビ放映のお知らせ

　7月16日（日）午前7時30分～午前8時

TeNY「テレビグラフにいがた」で「大地の
芸術祭」を含むほくほく線沿線の芸術スポッ
トが紹介されます。

■訂正とお詫び

　市報6月10日号16ページの市民の動き
「前月からの増減」に誤りがありました。正
しくは人口（一36）男（一24）女（一12）
世帯数（±0）です。訂正しお詫びします。
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